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主な内容 

・ 理事長新年ごあいさつ 

・ 安全就業『事故ゼロ運動』特別優秀賞受賞 

・ 会員親睦旅行「鳥取砂丘・浦富海岸遊覧など」 

・ 剪定講習会開催について 

・ 事務局だより・・・会員の心得 

・ 会員募集、原稿募集、配分金支払のお知らせ 

・ 編集後記 

 

 

・ 事 務 局 よ り・・・（ ） 

賀
正 

大撫山雲海・智頭線円応寺付近 

平成２４年１月           い き が い               第４号（１）  

押し絵  「 龍 」 付

近 

（会員 池田タカエさん作品）雲

海・智頭線円応寺付近 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（無事故記録１０５８日で受賞） 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全就業への取組み（事故ゼロ運動） 
          安全委員による就業現場巡回を行っています 

安全標語  「ちよっとした 心のすきが 事故を呼ぶ」 

  
 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

理
事
長 

保
田
彰
則 

   

平
成
二
十
四
年
の
年
頭
に
あ
た
り
謹
ん
で
会
員
の
皆
様
方
の

御
健
勝
を
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

昨
年
中
は
セ
ン
タ
ー
運
営
に
多
大
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を 

賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

さ
て
、
昨
年
は
東
日
本
に
か
っ
て
な
い
大
地
震
と
大
津
波
が
起

こ
り
、
悪
夢
の
よ
う
な
災
害
に
加
え
、
原
子
炉
の
爆
発
で
の
放
射

線
漏
れ
等
、
甚
大
な
被
害
が
生
じ
多
く
の
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。 

 

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
と
被
災
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
、
東
日
本
の
一
日
も
早
い
復
旧
、
復
興
を
願
う

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

当
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
は
、
新
公
益
法
人
移
行
に
伴
う 

手
続
き
を
進
め
、
昨
年
十
一
月
に
移
行
認
定
申
請
を
県
公
益
法
人

室
に
提
出
し
て
お
り
ま
す
。
審
議
会
の
審
査
が
終
了
し
ま
す
と
今

年
三
月
に
県
知
事
の
認
定
を
受
け
て
四
月
一
日
の
登
記
日
を
も

っ
て
「
公
益
社
団
法
人
」
佐
用
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し

て
新
し
い
法
人
格
を
持
つ
団
体
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。 

 
 

今
ま
で
は
公
益
事
業
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
途
半

端
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
公
益
法
人
と
な
れ
ば
事
務
手

続
き
は
今
以
上
に
複
雑
で
多
く
な
り
ま
す
が
、
対
外
的
な
信
用
も

高
く
な
る
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
公
益
法

人
へ
の
移
行
を
機
会
に
、
公
益
性
の
大
き
さ
を
再
認
識
し
、
よ
り

良
い
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
会
員
、
役
職
員
一
人 

ひ
と
り
が
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
を

再
認
識
し
、
力
を
合
わ
せ
誠
意
と
責
任
あ
る
活
動
を
行
う
こ
と
が

地
域
社
会
に
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
セ
ン
タ
ー
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
方
の
何
分
の
ご
理
解
と
更
な
る
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
し
い
年
が
幸
多
い
年
と
な
る
こ

と
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。 

  

安
全
就
業
『
事
故
ゼ
ロ
運
動
』 

 
 
 
 
 
 

特
別
優
秀
賞 

受
賞 

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日
兵
庫
県
民
会
館
に
お
い
て
平
成

二
十
三
年
度
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
推
進
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
に
お
い
て
、
事
故
ゼ
ロ
運
動
に
対
し
前

年
度
被
表
彰
セ
ン
タ
ー
で
、
き
わ
め
て
優
秀
な
無
事
故
記
録
を
達

成
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

平
素
の
会
員
の
皆
様
の
事
故
ゼ
ロ
活
動
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

 

   
 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 平成２４年１月          い き が い               第４号（２）  

 



 

                                                    会
員
親
睦
旅
行 

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
七
日

好
天
気
に
恵
ま
れ
て
、
会
員
八
十
名

が
参
加
し
て
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
・
「
鳥
取
県
浦
富

海
岸
」
遊
覧
島
め
ぐ
り
を
メ
イ
ン
に

玄
忠
寺
（
荒
木
又
衛
門
遺
品
館
）
羅

漢
堂{

ふ
す
ま
絵}

な
ど
を
見
学
、
ま

た
、
賀
露
港
で
は
地
元
の
新
鮮
な
魚

介
類
等
を
沢
山
お
土
産
に
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。 

 

 
 

             

            

 

     

剪
定
講
習
会
受
講
者
募
集 

松
の
剪
定
を
さ
れ
る
会
員
が
減
少

し
て
い
ま
す
の
で
剪
定
講
習
会
を
二

月
～
三
月
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
受

講
を
希
望
さ
れ
る
会
員
は
地
区
世
話

人
、
又
は
事
務
局
ま
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
（
一
月
下
旬
締
切
）
。
受
講
人
数

が
決
ま
り
し
だ
い
、
日
程
・
内
容
等
に

つ
い
て
事
務
局
か
ら
連
絡
し
ま
す
。 

  

 

 

（
剪
定
講
習
会
に
参
加
の
会
員
） 

  

投 

稿
（
旅
行
感
想
文
） 

  

楽
し
み
に
し
て
い
た
旅
行
は
晴
天

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
鳥
取
方
面
は
何

度
か
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

浦
富
海
岸
遊
覧
は
初
め
て
で
当
日
は

波
が
荒
く
ス
リ
ル
満
点
で
し
た
。
昼

食
の
鮨
バ
イ
キ
ン
グ
は
味
も
抜
群
で

量
も
沢
山
あ
り
楽
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。
シ
ル
バ
ー
で
の
就
業
を
続
け

乍
ら
次
回
の
旅
行
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す 

 
 
 

 
 

上
月
地
区 

越
本
松
男 

 

寿司バイキング 

コースの 

会員のみなさん 

平成２４年１月            い き が い              第４号（３） 

１号車 会員のみなさん 

２号車 会員のみなさん 

ステーキバイキング 

コースの 

会員のみなさん 

 

 

 

 



 

事
務
局
だ
よ
り 

 
会
員
の
心
得 

一
、
会
員
は
、「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」

を
基
本
と
し
て
、
就
業
途
上
、
就
業
中
の
安

全
に
努
め
る
こ
と
。 

二
、
会
員
は
、
セ
ン
タ
ー
の
構
成
員
と
し
て
率

先
し
て
、
仕
事
の
開
拓
・
確
保
に
努
め
る
こ

と
。 

三
、
会
員
は
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
た
仕

事
に
つ
い
て
、
内
容
を
よ
く
確
認
し
理
解
し

た
う
え
で
、
引
き
受
け
る
と
と
も
に
、
引
き

受
け
た
仕
事
は
、
責
任
を
持
っ
て
誠
実
に
履

行
す
る
こ
と
。 

四
、
会
員
は
直
接
発
注
者
と
仕
事
の
契
約
を
し

な
い
こ
と
。
ま
た
、
発
注
者
か
ら
契
約
外
の

仕
事
を
依
頼
さ
れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
事

務
局
へ
連
絡
す
る
こ
と
。 

五
、
会
員
は
、
常
に
自
己
の
健
康
管
理
に
心
が

け
、
無
理
な
健
康
状
態
で
就
業
し
な
い
こ
と
。 

六
、
会
員
は
、
仕
事
上
で
知
り
得
た
こ
と
は
他

に
も
ら
さ
な
い
こ
と
。 

七
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
趣
旨
・

目
的
を
自
覚
し
、
働
く
こ
と
を
通
じ
て
地
域

社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
。 

 
 

（
会
員
手
帳
よ
り
） 

      

会
員
増
強
に
ご
協
力
を 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に 

な
り
ま
せ
ん
か
？ 

会
員
の
皆
様
の
お
友
達
や
ご
近
所
、
お
知
り
合

い
の
方
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
入

会
を
お
勧
め
願
い
ま
す

。 

★
入
会
資
格
は 

 

①
佐
用
町
に
居
住
し
て
い
る
方 

 

②
六
十
歳
以
上
の
方 

 

③
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方 

★
会
員
登
録
状
況
（
平
成
二
十
三
年
十
一
月

末
） 

 

男
性
百
四
十
三
名
、
女
性
五
十
三
名
。 

合
計
百
九
十
六
名
。 

               

配
分
金
支
払
日 

一
月
分 

 
 

二
月
十
五
日
（
水
）  

二
月
分 

 
 

三
月
十
五
日
（
木
） 

三
月
分 

 
 

四
月
十
三
日
（
金
） 

四
月
分 

 
 

五
月
十
五
日
（
火
） 

五
月
分 

 
 

六
月
十
五
日
（
金
） 

六
月
分 

 
 

七
月
十
三
日
（
金
） 

 
 

会
員
の
原
稿
募
集 

 

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
「
い
き
が
い
」
第
５
号
の

原
稿
を
次
の
よ
う
な
内
容
で
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

☆
自
己
体
験
、
随
筆
、
短
歌
、
俳
句
、
写
真
等 

☆
原
稿
締
切
日 

平
成
二
十
四
年
六
月
末 

☆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で
お 

寄
せ
く
だ
さ
い
。 

編
集
後
記 

飛
龍
の
年
新
春
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
ご
健
康
で
よ
き
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
こ
に
広
報
誌
４
号
を
発
行
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
今
年
も
シ
ル
バ
ー
活
動
の
「
絆
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
「
連
帯
」
と
「
協
調
」
を
大
切

に
し
て
組
織
活
動
の
一
端
に
な
れ
ば
と
「
い
き

が
い
」
発
行
に
委
員
一
同
頑
張
り
た
く
存
じ
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
寄
稿
を
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 

広
報
委
員 

 

西
﨑 

光

男 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

舟
引 

良
基 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

井
上 

 

薫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

祐

保 

俊

彦 

平成２４年１月            い き が い             第４号（４） 

配分金の確定申告について 

シルバー人材センターの配分金は所得税法上では雑所

得として下記の場合は確定申告が必要ですので、確定

申告が必要な方は申告してください。 

① 配分金の収入だけの場合・・・年間配分金が１０

３万円を超える場合。 

② 配分金の他に年金収入がある場合・・・（年間配分

金額－必要な経費等の控除額６５万円）＋（公的 

  年金額－公的年金等の控除額）＞（基礎控除額３

８万円＋扶養控除の控除額） 

  （＊詳細については、税務署にご相談ください） 

 

交
通
安
全
に
注
意
し
よ
う
！ 

歩
行
者
が
横
断
歩
道
の
な
い
道
路
を
渡
っ
た

り
、
自
転
車
が
交
差
点
で
一
旦
停
止
を
し
な
い
で

進
行
し
た
り
、
雪
道
で
の
ス
リ
ッ
プ
な
ど
運
転
中

に
ヒ
ヤ
ッ
と
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
特
に

雪
道
で
の
歩
行
者
、
自
転
車
を
み
か
け
た
ら
気
持

ち
に
ゆ
と
り
で
事
故
防
止
を
！ 

  

 


